
諫早市社会福祉協議会だより

かんしゃかんしゃかんしゃかんしゃ
お互い助け合う「感謝」の気持ちと「諫早市社会福祉協議会」の意味を
込めて名付けました。末永く皆さまに愛される広報紙を目指しています。
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買
う
も
ん
は
、
自
分
で
選
び
た
か
。

　

本
明
町
に
住
む
あ
る
住
民
の
声
。本
明
町
は
、

昔
な
が
ら
の
顔
見
知
り
が
多
い
ま
ち
で
す
。
近

く
に
ス
ー
パ
ー
が
な
く
て
も
、
困
っ
た
と
き
は

お
互
い
さ
ま
で
助
け
合
い
、
さ
ほ
ど
不
便
に
感

じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
商

品
は
自
分
の
手
に
取
っ
て
吟
味
し
た
い
。
そ
ん

な
、
高
齢
者
の
心
の
片
隅
に
あ
る
声
な
き
声
に

耳
を
傾
け
た
本
明
町
自
治
会
。

　

高
齢
者
の
夢
を
叶
え
る
に
は
、
課
題
が
多
い

と
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
へ
近
隣
に
移
動
販
売
車

が
来
て
い
る
と
い
う
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
。
早
く

何
と
か
し
た
い
、
そ
ん
な
思
い
で
市
内
で
移
動

販
売
を
し
て
い
る
青
果
店
へ
直
談
判
。
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
町
内
の
数
カ
所
に
停
車

し
て
欲
し
い
こ
と
、
買
い
物
が
楽
し
め
る
よ
う

品
揃
え
を
充
実
し
て
欲
し
い
こ
と
、
な
ど
想
い

を
伝
え
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
わ
ず
か
約
３
週

間
で
夢
が
現
実
に
な
り
ま
し
た
。

　

月
曜
日
の
夕
方
、
本
明
町
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
笑
顔
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。「
こ
っ
ち
の
方

が
良
か
ご
た
ん
ね
」「
こ
い
が
、う
ま
か
と
バ
イ
」

と
商
品
を
吟
味
し
な
が
ら
会
話
が
弾
み
ま
す
。

　

で
き
な
い
こ
と
よ
り
、
で
き
る
こ
と
。
発
想

の
転
換
が
、
町
内
に
住
む
高
齢
者
に
笑
顔
を
運

ん
で
き
ま
し
た
。
年
を
重
ね
て
身
体
が
思
う
よ

う
に
動
か
な
く
な
っ
て
も
、
想
い
を
変
え
れ
ば

楽
し
み
は
広
が
り
ま
す
。

　

今
号
は
、
諫
早
に
あ
る
困
り
ご
と
に
耳
を
傾

け
た
新
た
な
第
一
歩
を
紹
介
し
ま
す
。
今
年
は

寅
年
。
い
ろ
ん
な
こ
と
に
ト
ラ
イ
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

⇦２Pの下段に続きます。



かんしゃ２月号（2022年） 2

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に
あ
る
と
考

え
ま
す
。
九
十
代
で
働
い
て
い
る
ご
老
人
、

「
こ
の
年
で
働
け
る
こ
と
は
あ
り
が
た

い
」、
ま
た
六
十
代
独
身
の
方
が
「
あ
の

人
は
不
幸
せ
だ
っ
た
よ
ね
」
と
言
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
好
き
な
映
画
を
見

て
、
好
き
な
ワ
イ
ン
を
飲
め
ば
そ
れ
だ
け

で
ま
あ
ま
あ
幸
せ
、
と
い
う
よ
う
な
記
事

を
読
み
ま
し
た
。
ひ
と
り
よ
が
り
の
「
幸

せ
」
に
な
ら
な
い
よ
う
心
に
と
め
た
い
も

の
で
す
。

昨
年
は
少
し
で
も
市
民
の
方
に
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
、
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
で
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
一

環
と
し
て
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン　

ル
ノ
ン
マ
ル

シ
ェ
」、「
歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
大
会
」、

「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
〜
諫
早
の

お
米
で
さ
さ
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
開

催
・
実
施
を
し
ま
し
た
。
市
民
の
方
々
に

は
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と
自
負
し
て
い
ま

す
が
、「
し
て
や
っ
て
る
」
で
は
な
く
、「
さ

せ
て
い
た
だ
く
」
い
う
気
持
ち
を
持
と
う

と
職
員
一
同
心
を
と
も
に
し
て
い
ま
す
。

羊
頭
狗
肉
に
な
ら
な
い
よ
う
今
後
と
も

「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」、
そ
し
て
「
人

づ
く
り
」
の
一
助
と
な
る
よ
う
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
、
本
会
の
事
業
活

動
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
新
た

な
変
異
株
も
発
生
し
ま
だ
ま
だ
安
心
が
で

き
な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を

と
お
し
て
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が

脆
弱
で
あ
る
こ
と
が
露
呈
し
ま
し
た
。
困

っ
た
時
は
原
点
に
戻
れ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
社
会
福
祉
法
人
の
使
命
は

「
幸
せ
」
の
追
求
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

「
幸
せ
」
は
誰
か
が
評
価
を
す
る
の
で
は

社
会
福
祉
法
人

諫
早
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

寺
井　

雄
一

新
年
の
ご
挨
拶

移動販売車が深める地域のきずな　～本明町　買い物支援の取り組み～

　本明町では、週に 1 回、町内３ヵ所に移動販
売車がやってきます。いつもの空き地が、活気あ
ふれる青空市場に大変身。移動販売車を待つ間や
買い物中に、おしゃべりが弾み、笑い声が空高く
響きます。
　運転免許証を返納した高齢者や、足や目の不自
由な方もひとりでゆっくりと買い物に行き、好き
なものを自分で選べるようになりました。さらに、
子どもたちは校区内でおやつを買えるようにな
り、にっこり。
　公民館で開催されている高齢者ふれあいいきい
きサロンには、自宅から遠いため歩いていけない
という人も、「ここに来ればみんなに会える。週
に１回の楽しみができた」と。少し重たいキャ
ベツもシルバーカーに乗せ、ご近所同士、お互
いに見守り合いながら帰ります。移動販売車は、
買い物だけでなく、三世代の交流や住民同士の見

守りも自然にできるようになり、新たな地域の集
いの場となりました。
　自治会長は、「住民の方に大変喜んでもらって
嬉しい。なにより、地域の活気につながってよかっ
た」と話します。
　移動販売車がきっかけで、本明町の地域の絆が
より深くなっています。
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子どもたちにあたたかい居場所を

※諫早市母子寡婦福祉会とは……
　ひとり親家庭を応援する福祉団体です。

私たちの
新たな
第１歩

　私たちが住んでいる諫早には、制度だけでは対応できない困りごとがたくさ
んあります。自分のまちに気になるところはありませんか。
　自分ひとりにできることは、小さなことかもしれませんが、力を合わせると
大きな力に変わり、誰一人取り残さない社会につながります。
　まずは、自分にできることを見つけることで、安心して住み続けられる地域
を目指す新たな第一歩を踏み出してみませんか。

教育支援資金教育支援資金
　経済的な理由により高等学校、
大学等への進学に不安を抱える方
を対象に進学に必要な学費・就学
支度費用を貸し付けています。
　詳しくはホームページ、もしく
は問い合わせください。

HPのQRコード➡
【問い合わせ先】
諫早市社会福祉協議会 地域支援課
TEL：0957-24-5100

令和３年度諫早市ボランティアフェスティバル

パネル展パネル展パネル展パネル展
　市内で活躍しているボランティア団体の
活動を紹介します。
　また、今年度から新たに活動紹介の動画
放映に取り組んでいます。
　みなさまのご来場をお待ちしています。
期　日：２月８日㈫～２月12日㈯
　　　　（２月11日休館日）
会　場：諫早市立図書館　展示ホール
入場料：無料
主　催：諫早市ボランティア連絡協議会

デ
ザ
イ
ン
協
力
： 

創
成
館
高
校
デ
ザ
イ
ン
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

眞
田
あ
か
り
さ
ん

諫早市母子寡婦福祉会
～学習支援の取り組み～

　諫早市母子寡婦福祉会（会長　松本幸子）は、
令和３年９月から新たな取り組みとして、ひとり
親家庭の小学生から中学生を対象に週に１回無料
の学習支援をスタート。
　きっかけは、松本会長の「もっとひとり親家庭の
困りごとに寄り添った支援をしたい」という想いか
ら。ひとり親家庭にアンケートを実施したところ、
「塾に通わせることができない」「ひとりだとなかな
か手が回らない。勉強を見る余裕がない」など学
習に関する悩みがたくさん寄せられたそうです。
　松本会長は、何とかしたいと市と市内の大学に
学習支援の必要性について訴え、連携が実現しま
した。また、この事業の想いに共感した市内の企業
からも、ノート等が寄せられるなど嬉しい誤算もあ
りました。
　保護者からは「家でも勉強するようになり、テ
ストの点数が上がった」「このような場所を設け
てもらえて大変助かる」との声。さらに、おばあ
ちゃんから離れなかった男の子も、今では１人で
準備をして、階段を駆け上がりながら嬉しそうに
学習室へ向かっています。回を重ねるごとに、仲
間や支援者とも打ち解け、学習室が子どもたちに
とってあたたかいもう１つの居場所に変わりつつ
あります。

　「先生、見て。もう宿題終わったよ！」子ども
たちが嬉しそうにかけよる姿。勉強を見ている大
学生が、「すごい！早かったね」と言いながら、
添削を始めています。

　松本会長は「みなさんにご協力いただいて実現
できた。活動を通して、学習面だけではない子ど
もたちの大きな成長を感じ、この事業の必要性を
強く感じている。今後も継続できるよう努めてい
きたい」と意気込みを話してくださいました。
　地域を巻き込んで実現したこの事業、子どもた
ちの健やかな成長を願うたくさんの想いが手を取
り合って、新たな一歩を踏み出しました。
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印
刷
：
合
資
会
社
真
光
社
印
刷 諫早市社会福祉協議会だより「かんしゃ」では、広報誌に関するご意見、地域で行われる福祉活動や行事の情報を皆様から募集しています。

会　長

人　口

高齢化率

山口　公德
4,990 人
（令和３年12月１日現在）
35.2％

森山地区社会福祉協議会って
どんなことしているの？

※
地
区
社
協
と
は
、お
お
む
ね
小
学
校
区
を
単
位
と
し
、地
域
や
そ
の
住
民
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
発
見
し
地
域
で
そ
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
住
民
組
織
で
す
。

●ふれあいいきいきサロン（14箇所）
●子育てサロン（１箇所）
●ひとり暮らし高齢者新米配付
　（年１回）
●広報紙発行（４回）
●福祉協力員設置（11人）
●世代間交流事業（１回）
●防減災まちあるき事業（１回）
●防減災まちあるき推進員(14人）
●地域福祉セミナー（年 4回）

シ
リ
ー
ズ
地
区
社
協　
第
28
回

　

森
山
地
区
は
、
島
原
半
島
の
付
け
根
に
位
置
し
２
つ
の
国

道
が
通
る
交
通
の
要
衝
地
に
あ
た
り
ま
す
。
古
く
か
ら
干
拓

が
行
わ
れ
、
米
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
農
業
が
盛
ん
で
、
住
民

同
士
が
支
え
合
う
、
人
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
自
然
豊
か

な
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

生
活
様
式
の
変
化
等
に
よ
り
、
隣
近
所
の
付
き
合
い
も
減

る
中
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
住
民
の
支
え
合
い
を
大
切

に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
同
じ
地
域
に
住
む
住
民
同
士
の
理

解
が
必
要
で
す
。
森
山
地
区
社
協
で
は
、
令
和
３
年
度
に
、

今
後
５
年
間
の
地
区
社
協
の
基
本
的
な
考
え
方
や
取
り
組
み

を
決
め
た
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
。
重
点
目
標
に
、「
住

民
同
士
が
支
え
合
う
地
域
の
見
守
り
活
動
」
を
掲
げ
、
住
民

が
福
祉
の
関
心
を
深
め
、
積
極
的
に
活
動
に
参
加
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

森
山
地
区
は
、
年
々
高
齢
化
が
進
み
、
10
年
の
間
に
高
齢

化
率
は
、
約
９
％
上
昇
し
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て

過
ご
す
た
め
に
は
、
住
民
の
支
え
合
い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

支
え
合
い
の
一
歩
は
、
学
び
、
知
る
こ
と
か
ら
。
同
社
協
は
、

福
祉
に
関
す
る
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
住
民
を
対
象
と
し
た
「
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」
を
企
画
。

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
に
地
区
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
唐

比
温
泉
秀
峰
荘
」
の
職
員
を
招
き
、
森
山
地
区
の
状
況
を
踏

ま
え
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
仕
方
や
、
認
知
症

の
予
防
な
ど
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。　

　

参
加
し
た
唐
比
自
治
会
の
佐
藤
会
長
は
、「
介
護
や
認
知

症
で
悩
ん
で
い
る
人
が
い
て
も
、
住
民
の
理
解
が
あ
れ
ば
、

一
人
で
抱
え
込
ま
せ
ず
声
を
か
け
た
り
、
情
報
提
供
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
思
い
、
唐
比
自
治
会
で
同
様
の
学
習
会

を
開
催
。
学
び
の
場
が
、
地
区
全
体
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

山
口
会
長
は
「
支
え
合
い
を
す
る
に
も
、
ど
の
よ
う
に
支

え
て
い
く
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
活
動
は
始
ま
ら
な
い
。
学
ぶ

こ
と
で
何
が
必
要
か
を
知
り
、
何
を

し
て
い
く
の
か
も
わ
か
る
。

　

活
動
を
し
た
く
て
も
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
か
わ
か
ら
な
い
住
民
や
福

祉
施
設
を
地
区
社
協
が
つ
な
ぎ
役
に

な
っ
て
、
住
民
同
士
で
支
え
合
っ
て

い
く
森
山
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

ズ
地
区
社
協

2

地
域
が
共
に
支
え
合
う

　
　

  
ま
ち
を
目
指
し
て

follow
me

２月のふれあい福祉相談
　財産、権利擁護など、法律上の悩みごとなど
をおたずねください。

無
料
専
門
相
談

開 設 日

開設時間

場　　所

２月18日(金)　弁護士

午後１時30分～４時

諫早市社会福祉協議会
電話　24－5100

※専門相談は、10日前までに予約をお願いします。

〜
森
山
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
〜

森
山
地
区
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

支
え
合
い
の
一
歩
は
知
る
こ
と
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社会福祉法人 諫早市社会福祉協議会
〒854-0045　諫早市新道町948番地
TEL 0957-24-5100　FAX 0957-24-5101
ホームページ　http://isahaya-shakyo.jp
　　　　　　　（諫早市社会福祉協議会で検索ください）

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました

令和３年12月１日～令和３年12月31日受付分

次の皆様から、心温まるご寄付をいただきました。
ご厚志に沿うよう地域福祉事業のため大切に使わせていただきます。

篤志寄付

▶谷川　陽子 様（原口町）【亡長男 新 様】

▶原口町公民館　弘法大師堂浄財 様
　　　　　　　　　　　　　　　（原口町）

香典返し

地域福祉セミナーの様子
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